
聯
論
珊

顯業

間

地

租

の
観

察

馳

・
・
・
…

植
民
地

の
純
濟
政
策

に
就
き

て

・

共

産

の
原

理

・
・
:

…

:

:

私

縄

瞥

統

計
概

論

・
・
…

海

運

腓
礁
競

争

と
猫

占

と

の

分

界

・

時

外
岡

農

村

問

題

と
其

対

策
∵

・
・
:

:

一説

苑

シ

ュ
ワ

ー

べ
の
法

則

・
・
:

:

・
・

萱
岐

國
に
於

け

る
地
割
制
度

・
…

蟹
㎎

罎

}

百

姓

と

町

人

:

凋

挽
温
搬
労

働

立

法

の
謹

達

:

・

紹

濟

學

史

上

の

ペ
ソ
カ

リ
・ア

・
-・～

・
法
學
博
士

・
法
學
博
士

・
法

學

士

・
法
學
博
士

・
法

學

士

.
法
學
榑
士

・
経
済
學
士

・
農

學

士

.
法

學

士

'
経
済
學
士

臥
経
済
學
士

瀞

戸

正

雄

山
本
美

越
乃

恒

藤

恭

財

部

静

治

小

島
昌
太
郎

河

田

嗣

郎

岡

崎

丈

規

奥

田

或

本

庄
榮
治
郎

中

丸

叶

小
「川

幅
太
郎

.

防
僻
詫

畔

ヒ
・

疏影

:
ダ

轄
一
　
覧

一

～



P.

O

説

■軸一十

ジ巳

シ

ュ

ワ

べ

の

(家

賃

に

關

す

法

則
.

る

統

計

・的

研

究

)岡

崎

丈

規

一

の

家
計
論

の
地

位
ぽ

国
民
経

済
學

上
で
は
輕
覗

せ
ら
れ

て
る

る
か
は
知
ら

な

い
が
、
消
費

統
計
論
は
統
計
畢

上
殊

に
経
済
統
計
學

上

の
地

位

か
ら
盲

へ
ば
、
可
な
め

重
要

視

さ
れ
.來
た

っ
た

や
う

に
思

へ
る
。

こ
、の
消
費
統

計
論

に

於

て
、
別

し
て
も
重
要
な

る
法

則
が
二

つ
あ

る
。

そ

の

「
は
彼

の
有
名

な

国
昌
げq
巴

の
法
則
.で

あ

っ
て
、
他

の

「
つ

の

は

しG
n『
畏
き
。
の
法
則

で
め
る
。

国
最

巴

の
法

則

に
就

い
て
は
、
我
國

に
も
幾

多

の
研
究

が
あ

る
が
、

ω
∩
穿
亮
げ
o

の

の
法

則
も
既

に
財

部
、
藤
本

而
博
士

に
よ

っ
て
紹
介

さ

れ
て

み
る
に
拘
は
ら
す

、
そ
し
て
往
年
、
消
費
経

済
殊

に

家
賃

札
關
す

る
問
題

が
盛

弔
論
議

せ
ら

れ
、
大
輔
市

の
各

市
役
所

耽
會
課
等

に
於
て
も
、
多

大
の
勢

力

ざ
時
間

ご

を
費

し
て
、
家
.賃
調

査
を
試

み
た
例
は
決

し
て
稀

で
は

な

か

っ
た
け

れ
ご
.も

、
謂

ふ

所

の

しQ
n穿
話
げ
①
の
法
則

に

ま

で
論
及

し
て
、
其

の
内
容

、
本
質
等

を
詳
細

に
研
究

し
π
も

の
あ
る
を
聞

か
な

い
。
私

は
荷

く
も
家
賃

の
統

計

的
研
究

を
志
す
者

に
取

っ
て
は
、
先

づ

ω
oゴ≠
蓼
o

の
法

則

な
る
も

の
を
十

分
に
理
解

し

て
置
く

こ

ε
が
幽何

よ
り

観

苑

》
ユ
ワ
ー
ベ
の
法
測

第
十
七
倦

(第
三
號

九
こ

三
九
五

1>作 田學土;家 計論 の地 位に就いて(縄濟論叢 第 十三巻 第四號 通貫第百二十四頁〉
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眈

苑

シ
ユ
フ
丸

の
法
即

第
+
七
巻

(第
三
號

九
二
)

三
九
六

も
緊
要
.で

あ
る
ご
信
ず

る
の
で
、

そ
し
て
叉

や
既

に
紹

介

さ
れ
て
み

る
所

の
も

の
も

、
只

ω
6ヲ
毒
『o

が
研

究

の

結

果

に
成

っ
た
法
則
そ
の
も

の
丈

に
留

っ
.て

る
る
様

に
思
は

れ
る
の
で
、
私

は
彼

が
結
論

こ
し
て
斯
く

の
如

き
法

則

を
露
納

し
得

る
に
至

っ
た
迄

の
過
程

を
も
紹

介

し
、
説

明
し
、
且

つ
批

評

し
よ
う
ご
思

ふ
。

そ
れ
か
ら
事

の
序

ケ

に
、
こ
の

し。
魯
蓄

訂

の
法
則

に
關
す

る
研
究

に
有

名
な

も

の
が
凡

そ
二

級
あ

る
か
ら
、

そ
れ
を

も

併

せ
て
論

評

し
、
最
後

に
.
私
の
信
ず

る
所

に
從

っ
て
、
京

都
市
役

所
肚
會
課
所

蔵
の
家
賃
調
査
原
票

に
就

い
て
、
家
賃

の
統

計
的

研
究
を
試

み

る
こ
ε

、
す

る
。

二

さ
て
、
私
は
家
賃

に
關
す

る

し。
自
暴

σ
。

の
研
究

な

る
も

の
を

、

彼

の
原
著

に
就

い
て
成

る
.可

く
詳
細

に
説

明

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

㏄
。
ヲ
ゼp
び
。
は
彼

の
研
究

の
結

果

か
ら

「
貧
乏

で
あ
れ
ば

あ

る
ほ
こ

、
其
所
得

こ
の
關
係

に
於
て
家
賃

に
支
出

し

な
け
ば

な
ら

な

い
金

額
は
大

こ
な

る
、」

(案

量

。
・
喜

歪

E

・こ

薯

㈹
・彦

。
二
二

【・・
江
=
彗

ξ

邑

。汀

。
「
ぎ

く
①
二
目舘
葺
房
鵬
Ng
跨
げ
o日

国
鳥

o
「冒巨
6口

津
「

!く
oぎ

【5
η

<
o
塗
誤
揺
げ
o
コ

ヨ
房
の
)̀

・、」
言

っ
た

が
、
之

が
謂

ふ
所

の

も∩
鼻
毛
筈
o

の
法
則
な

の
で
あ
る
。

・
一
入
六

七
年

に
、

ベ
ル
リ

ン
市
統

計
局

で
は
、
行
政

上

の
必
要

が

め

つ
て
、
二
様

の
材

料
を
基

ε
し
て
、
市
民

の
所

得
額

ざ
家
賃

ざ
の
關
係

を
調

査

し
た

の
で
あ

る
が

、
彼

は
之
を
彼
の
研
究

に
利
用
し
た

の
で
あ
る
。
其

の
統

計
的
材

料

に
就

い
て
、
も

つ
ご
詳

し
く
説

明
し
よ
う
な

ら
ば
、
笙

に
、

ベ
ル
ソ

ン
市

に
於
け
る
、
所

得
額

が

「
、

O
O
O
タ
レ
ー
ル
以
内
の
官
吏
及

び
公
吏
の
所
得
額
、第
二
に
、
ベ
ル
ジ
ソ
市
住
民
の
所
得
税
負
換
者
の
所
得
額
を

3)灘 駐 簾欝 轟 騨囎 醗 卜三編 三輔 聯 四百二預)
4)1aspeyres}DasA口sgabenfOrWohnung .(Concordia.ZeitschriftMrdie

会:綿綿 認織 。麟 密、。,d。,画。,。,1t。、。,㎝翻
5)Schwal〕e;DasVerktaltnissvonMietheandEinkommeninBerlin(Ber!iu

und.seineEntwlckelung.1868.S.264-S.267)

6)Ditto;S,266,



一

謙
聾
し
た
の
で
あ
る
σ
即
ち
前
者
は
四
、
二
八

一
件

か
後
者
ば
九
、
七
四

へ
件
で
み
る
。
吏
員
の
所
得
額
は
吏
晟

の
報
告

せ
る
も
の
、
其
の
他
は
所
得
税
原
簿

か
ら
算
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
家
賃
は
何
れ
も
家
賃
枕
原
簿

に

依

っ
て
調
査
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
研
究
は
自

か
ら
吏
員
に
關
す

る
も
の
ε
、
所
得
税
負
掛
者
に
聞
す

る
も
の

、
二
つ
に
分
れ
る
。

吏
員
の
場
合
に
於
け
る
所
得
級
は

ω
嘆
く一・・畠。
竃
冨
江
。
昌

の
二
十
冊
の
帳
簿

に
依

っ
て
、
二
十
級

に
分
類
.し
、
其

の
所
得
額
及
び
家
賃
は
次
の
第

「
表
の
示
す
通
り
で
あ
る
。

第

一
表

吏
員
の
所
得
額
及
び
家
賃

に
閲
す

る
統
計

所
得
級C九 八 七 六 五 四 三

所
得

の
観

念

所

得

額

的

準

均

額

タ
ー

レ
ル

タ
ー

レ
ル

光
六
一

湘
九

九八

一8

一

=
商

=
…　

一一
.虹1
【兇

一睡

【吾

1

【茜

一六
晶

一藍
1

　究

天
材

工
ロ
O
I
意
九

】雪
避

最
Q
I

元
九

ユ
葺

…、「8
1

『酉
九

r
一

漏註

…　吾
-

尭
九

「、冠
五

四
8

1
圏
発

四
…冠

四
吾

一
毘
九

四
芸

者

O
I
五
兇

説

苑

シ
ユ

ワ
!

ぺ
の
法

則

所

得

の
事
實

的

平

均
額

タ
ー

レ
ル

典

δ

一諾
、
O

蓋

、
紅

大

垣

四

}三
剛
£

二
六
〇
盆.

…「[O
ゼ
盆

「二五
六
、
四

四
呈

、
門「

圏
血
一葛

観

察

数
E」π 巨H」 三

階1ρ 口.切

四 ≡[乳o四 一.・
.ノb八.一 四 四 四 ま己
晶 ソ、 ハ ー ンu血 一 剛 一一一

所

得

総
額

タ
ー

レ
ル

西
胴突

四
文一鎖

七
　
.
三

九
「ム

究

異

　天
幕
肉
月

天
O
八
=

糞

轟

七

家

賃

総

額

タ
「

レ
ル

八
聖

、[

天
人証

一九
驚

「「茜

廿

「「究

昔

究
四
九大

西
突

掴

=
お
窄罐

家

賃

の
平
均

額

タ
ー

レ
ル

蓋

、八

羅

、D

翌

δ

閣
議
亀
Q

蝋
二
δ

…二
、
一

奄

、六

五

、瑠

蒐

£

き

忌

三

、O

;

…
、
剛

第
十
七
巻

{第
三
號

九
三
)

三
九
七

所

得
額

に
封

ず

ろ
家

賃

の

比

∵

…、
壁

【三

、四
伽

一三

、署

㎝「
E
日
八

皿,
畳
{6

π
罷
、六
八

】量

、金

[西

二
七

7
四
、
冥

一画

、竪

【
門
国
、
四
四

一
角

、
ゴ



.μ

覧

・・卜 九 八 七 六 五 四 三

苑

シ

ユ
ワ
ー

べ
の
法

則

瓶
瓢
0
-

U
方
方

内
一〇
一

六
四
沁

火
.鋸O
I
.岩
九
九

七
〇
〇
・
.
.
.

唱
闘
釦

七
転
〕
.一
.七
ね
九

八
8

一
(
男

八
五
〇
一
(
蜘九

九
〇
〇
一
発
九

五
蛙

さ
五

六
託{人

置
人
言

蛭
O

五
.器
二
、
火

春
口
δ

六
.血
一
、
八

.

七
〕
[
、
閏

藍

D
、
九

合

0
、
一.一

く
九
二
、
五

九
=

、
閣

企】
茗竺一.七重.

.元

.

冠

第

†

七
巻

四四
藍

八

一〇
六
二
〇〇

四究
.δ

一口
人
心
二二

二
尊
天
五

二
.　宍
盟

号
三
四
力

=
石
六
一六

(第
三
號

九
四
)

合
一藍

二
三ゼ
O
昌

三
染

二
壬
ハ会

吾

薯

一三
〇
二
心

発

癌

一「鍾

益

三
九
八

一
〇
二
、
二

憂

元

】里

、ロ

一垂

、八

三
五
、
三

=
2
、
二

三
ゼ
£

】茜

三

一
註

、
畳

一
曲

、
四
(

一
画

、
翼

一
　
四
、五
九

一
一
証
、
蓋

一
.ド四
、
聖

一
口
六
、
六
八

一
蛭
、舞

合

計

及

平

均

四天
一

壷

四。=

　碁

「四

八八、=

茜

、舞

舞

　
段
は
所

得
級

香
號
、
第

四
段
は
各
相

當
級

に
於
け

る
観
察
数

、
第
八
段

は
各
相

當
級

に
於
け

る
所
得

額

に
封

ず

る
家
賃

の
比
率
を
示

し
た
も
の
で
み

る
。

こ
の
表
を

見

て
第

↓
に
驚

く

こ
ご
は
、
最
少
所

得
級

の
吏
員

が
非
常

に
大

な
る
割
合

を
家
賃

に
支
出

し

て
み
る
こ
ご
で
あ

る
。
竿

均
九
六

汐
ー

レ
ル
の
所
得
者

が
卒
均

五
五

.
八

タ
ー

い
那
の
家
賃

帥
ち
所

得

に
謝

し

て
約
五
割

八
分

の
家
賃

肥
支
出

し

て
み
る
な
ご
は
到
底
考

へ
得
ら

れ
な

い
。

そ

・」

で

もD
鼻
暴

言

も
「
極

め
て
少
額

の
俸
給

し
か
得

て
み
な

い
者

は
、
妻

が
勢
倒
す

る
こ
ε
に
よ

っ
て
か
、
或

は
夫

が

副
業

を
な
す

こ
ご
に
よ

っ
て
か
、
更
.に
叉

は
双
方

が
副

業

に
共
働

す

る
こ
ε
に
よ

っ
て

、
調

査

に
現
は

れ
て
る
る

り

以
外

の
多
く
の
所
得
を
持

っ
て
る
る
こ
ε
は
是
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」

ご
言
っ
て
み
る
が
、

こ
の
統
計

に

は
副
牧
人
が
計
上
さ
れ
て
み
な

い
の
で
、
所
得
額
に
封
ず

る
家
賃

の
割
倉
が
法
外

に
高
く
な

っ
て
仕
舞

っ
て
、
最

下
級
の
吏
員
達
は
さ
ぞ
家
賃

把
け
に
で
も
随
分
憐
き

れ
て
、
苦
し
い
生
活
を

し
て
み
る
だ
ら
　
如
き
奇
妙
な
結

集
を
示
す

・
を

に
な

っ
て
み
る
か
あ
、
磐

三

〇
℃
タ
監
ギ

以
誘

新
得
者
は
之
を
馨

し
て
、
そ
激

応

.
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上
の
感

奮

み
に
就
い
て
暮

す
る
を
饗

薯

～
L、三
・
9

　

・
量

・
所
響

続

い
て
爽
の
墾

.

修
正
表
を
作
製

し
欄
、

観

察

敬乗
八

四力
二

蚤
ゼ

、
一四
ゼ

西
固

く
一

一薯

.

三一箋一覚一巻 平

均
所
得

額

タ
ー

レ
ル

冒三
五

老

五
四
一蛭

四
縣

垂

正
看
五

{三
五

毛

玉
並
五

合

O

釦
註

家

賃

の
割

合

茜

・
δ

一三

・
四
七.

一三

西

乃

一三
・
コ

「三

・
昌
二

…
三
凸

七一

=

。
湘
二

一一
一
人

=

一
九
・
全

一
㌣

閥
=

へ

も

の

彼
は
こ
の
表

か
ら

「
所
得
が
具

す

る
よ
蔽

、
所
得
量

す
る
家
賃

の
基

は
よ
b
輕
少
で
あ
る
」
。
論

断

し
て
み
る
。

次
に
所
彿
額
が

「
、
.○
○
○
タ
ー

レ
ル
以
上

の
所
得
税
負
推
考

の
場
合
に
於

て
も

、
略
ぼ
之
ご
同

一
の
手
績
を

繰
り
返
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
所
得
級
は
約
大
十
冊
の
家
賃
税
原
簿

に
依

っ
て
、
三
十
級
に
分
類
し
て
み
る
。

左
の
第
二
表
が
そ
れ
で
.あ
る
。

第

=
表

所
得
附
負
擢
渚
の
所
得
額
及
び
家
賃

に
閲
す
る
統
計

肌
.
苑

V
診

i
べ
の
法
則
.

第
ナ
七
巻

〔第
三
號

九
五
)

三
九
九

8)Schwabe,a.a.O.S264
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脚

眈
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所

得

績「

一 一 へ 　 へ へ 　 　 　 ロリ へ 　

一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二

シ

ユ
ワ
ー

ペ
の
.法

則

所

得

額

タ
ー

レ
ル

一
〇〇
〇
一

=
九
九

三
〇
〇
一

「二
九湘

一四
〇
〇
1

一汎
湘
湘

「六
〇
ロ
ー

一
九
九
九

二
〇
〇
〇
1

…
晶九
地

酋

O
⊥

莞

九

二
(
0
0
1

胃…
一
力
九

三
【δ
ロ
ー

三
眠
九
九

話
大
口
〕
1

三
九
九
湘

四
8
9

砦
究

四合
0
一
乱
発
九

六
D
O
ロ
ー
七
一
ハ
カ

七
二
〇
〇
一
九
五
内
力

地
力
0
0
一

=

九
九
四

ご
δ
O
O
I

【
耗
九
九
九

=
δ
O
O
I

【
九
九
九
汕

二
〇
〇
〇
〇
一
二
〔
…
死
九
九

二
剛
O
O
O
一

骨=
九
九
九

膏
δ
O
O
l

嵩
九
九
拍
湘

四
〇
口
0
0
1

E
一
九
内
力

浮
【口
0
0
1

六
…免

沁
沁

所
得

の
準
均

額

タ
ー

レ
ル

.=
8

蟹
0
0

一五8
一♂

0

量
8

「吾

D

き
8

謡
8

昊
0
0

四四
8

謁
8

穴容
0

八
四
8

莫
8

滅
8

0

天
8

0

一三
ロ
00

二
合
8

鳳
六
8

0

翼

8
0

果

0
8

℃

観

察

鍛

一 一 一 一 一

概 六 三 三 重 美 謎 美 言 重 美 豊 里 異 羅 蔓 昌 茎 暑 暑 会

第
十
七
巻

(第

三
縮
…

所

得

組

額

タ
ー

レ
ル

ニ
〇
四
七
一
〇
〇

西
災
一8

=
δ
蹴
0
0
り

二
一=
七
六
〇
ロ

二
二
五
二
く
0
0

一
A
二
五
二
〇
〇

一四
二
五
〇
〇
〇

】壷

∩四
8

(
八
一穴
0
0

一
八
E
六
八
O
O

一
五
五
耳
石
0

【七
八
八
六
〇
〇

一
娼
六
四
〇
〇
〇

一
.一
八
ニ
.りO
O

一
….=
歳
0
0
0

.

r

一8
合

8

四
命
8

0

果
合
8

蔓

六
〕
8

】老
大
8
0

】兀
O
口
O
O

」

家

蟹

縫

額

タ
ー

レ
ル

五
六
罵
九
一九

胃天
…蓋
〇七

三八
四
一薯

四
望

三乗

四
六
一四
分

謡
茜

竪

二
四騨
[九
〇

二
営
ぎ

〇

一
説二
四
紅
一

三
〇
四加
年O

昌
…
妬
玉
宍

H三
{
「天
蕊

】㎜0五
四
闇証

↓
.「荘
肩
口

=
四
八合

き

「=

四九
茜

0

冒西
合
=

丞

=
O

三
業
0

カ
「璽

九

六
)

四
〇
〇

家
賃
の
平
均

額

タ
ー

レ
ル

三
〇
皿

三
〇

衰
湘

天
六

四強
五
三

E
蓋

莞
四

五
三

ゼ「三
唱茜(

量
九七
く

九
全

一
三
二

三
査

三
弐

一奎
(

三
四
へ

蓋
窒

】(護

所
得
額
に
射
す

る
家
賃
の
比

一 　
L■ 一 一 一 一 一 一 『 一 一_ 一

..口
一 一

話
・
六
識

四
・
昊

四
二
八

五
・
o
A

P聾1四
,・

!、 六
ノ、 ナく

E
入
三

五
・葦

六
・
甕

一一工
、
・
ゴ

=

人

0

ゴ{六 ブ』
● ● ■

ゼ ノ、/、
一 湘 一L

π二 一.・ 一 ノ、 七 六 フヤ
,● ● 馬 ● ∩ ●
昌 四 〕 話二7uノ 」o
一.㌔ 宍0!〕 一Aソ 」

三

・
「言

「



〇 九 八 七 六 五 四 三 二

六
四
〇
〇
〇
ー

ゼ
九
地
九
九

(
0
0
0
0
1
.九
九
九
力
九

一
〇
〇
ロ
0
0
一

=
九
九
力
九

三

〇
〇
〇
〇
1

一
三
力
九
九
力

闘

8

0
0
-
蜜

湘
九
角
力

冥

0
0
0

1

一
層
湘
九
九
四

一八
O
O
O
O
一

一
力
九
九
地
力

一δ

8

0
0
一

一三
蹟
九
九
湘

二
四
6
0
0
一
以

L
一

≦

8
0

巻

8

0

=
8
8

三
8
8

.

言
0
8

0

壱
8

8

一き

0
8

一三
〇
〇ロ
O

II一 一=r

一=
8

0
0

一(
8
0
0

=
0
8

0

石
ロ8

0

一一四
8
0
0

老
実

墨
茜苫

O

昌 湘
五 二
811杢

O

葬

置

　
六
誓

言
O

昌吾
O

薯

・四
〇

7

馨
二
六
ニ

マ

琶
心
二
四

マ

四
・交

……一"

朶

・
O

1

合

計

及

平

均

所

得
級

に
修

正
を
加

へ
て
、

観

察

巌
天
山盒

=
薯

ご
廿
〇

三
「三

}0】一四
屯0
⇒

国
益

畢

【

…
言
三

口
「三

　八
八

凱

苑

耶
均

所
得

額

タ

ー

レ
ル

=
8

三
8

芭
8

ズ
8

「三
8

一「宍
8

き

ロ
O

　西
8

豪

O
O

四
四
8

虹
四
〕
O

シ

ユ
ワ
ー

ベ
の
法

則

光七
四
一

二九
二E
七
四
〇
〇

四七
轟五
六
省
く

凹
く七

所

得

額

に

謝

す

る

家

賃

の

百

分

比

を

示

し

だ

も

の

が

左

表

で

あ

る

。

家
賃
の
割
合%

二㌣
褻

昌
四
・杢

～三
・カ
一「

三
・異

一亨

四
九

一九
・炎

[ゼ
・
証

一心
西
八

一亭
〇
四

季

畏

「四
・冒三

第
十

七
巻

(第

三
號
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九
七
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四

〇
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で

穴
二
九
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'

ら

説
.

苑
.

一「三
二
b三

八
茜E

大里圏
0

、

シ

ユ
ワ
ー

べ
の
法

則

杢
6
0

命

8

莫

O
O

=

四
〇
〇

】合

O
ロ

一㎝六
8

0

一、三
〇
8

ノ、.ピ →ゴ ノ、 ソエ」 一 こて一

瓢 五 皿一L才 ロ ブて 酵《
七 ご 一b耳 ソ]四 五

第

十

七
巻

.
{第

三

號

九

八
.)、

四

〇

二

彼

は

「
こ
の
表

か
ら

次

の
如

き
命

題
を
見
出
す

こ
ご

が
出

來

る
。」
.こ
言

っ
て
、
最
初

に
私

が

掲
…げ

た
所
謂

○り
67

乏
国
σ
o

の
法

則
な
る
も

の
を
示

し

て
み

る
。
.

私

は
こ
れ

で

0。
号
話

『
①、
の
研

究

の
大
略

を
紹

介

し
了

へ
た

ε
信

ず

る

か
ら

、
其

の
批

評

「
取
b

か
、
る
こ
ε

・
窪
し
.よ
う
。
蒐
集

さ
れ

た
材
料

が
非

常

に
豊

富
で
あ

る

こ
ご
は
、
先

づ
彼

の
研
究

を
重
要
な

る
も

の
ご
な

し
て
み

る
が
、

之
を
反
封

に
、

最

も
大
な

る
峡

黙

の

】
つ
は
.
.
彼

自
身

も
認

め

で
る

る
如
く
、

吏
員

の
所
得

額

に
副
牧

人
及

び
家
族

の
収
入
を
合
算

し
て
み
な

い
こ
ご
で
あ

る
。
家
賃

に
支

出

さ

る
可

き
金
額

は
共

の
本

牧

入
の
み
な
ら

す
、
之

に
副
牧

入
及

び
家
族

の
故
人
を
合
計

さ
れ
た
総
額

に
於

て
決
定

さ
れ
る
は
言

ふ
迄
も

な

い
。
而

し
て
下
層
階

級

に
あ

っ
て
は
斯

(

の
如

き
副
牧
入
及

ぴ
家
族

の
牧

人

は
本
牧
入

に
罰

し

て
相

當

の
多
額

に
上

っ
て

み
る
。

こ
の

エ

リ
ロ

問
題

に
關
…す

る

O
o
謀
N
及

び

H
躬
唱
Φ
団
「Φ。・
等

の
賞
讃

的
研

究

の
結
果

に
從

へ
ば

、
當

時

に
於

て
も
、
本

牧
入
は

　

り

何
れ
も
総
牧
人
の
五
〇
乃
至
六
〇
%

に
留
り
、
少
な
く
こ
も
其

の
四
〇
%
は
副
牧
人
及
び
家
族
の
牧
入
か
ら
成
立

っ
て
る
る
こ
ε
を
確
め
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
な
る
事
情
が
あ

っ
だ
に
し
ろ
う
彼
が
下
級
吏
員

の
本
牧
入
の

み
を
以
て
、
之
を
家
賃

に
封
比
し
だ
ε
吉
口
ふ
こ
ご
は
正
當
で
な
い
。
否
、
正
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
ご
で

Io)
]1)

12)
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あ

っ
た
。

彼
が
便
宜

の
だ

め
に
、
三

〇
〇

タ
ー

レ
ル
以

下

の
所
得

級
を
除
外

し
た

ε
吉

ふ
こ
ε
も
、
貴
ば
望

ま

し

く
な

い

一
細
工

に
過
ぎ
な

い
。
所
得

が
三
〇

〇

タ
ー

レ
ル
以

上

に
達

す

る
ε
、
副

牧
人
及

び
家
族

の
牧

入

が
全

く

な
く
な

る
か
、
少

な
く

`
も
本

牧
入

に
謝

し
て
僅

小

の
割
合

に
し
か
達

し
な

い
ご
吉

ふ
こ
ε
が
實

謹

さ
れ

て
も

み

な

い
し
、
ま

た
、
そ

ん
な

こ
ε
は
有
り
得

な

い
こ
ε

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

鉄
黙

の
二
は

、
彼

が
分

つ
た
二
群

11P就

い
て
、
個
別

的

に
之
を
観
察
す

る
時
は

、
彼

が
主
張

し
て
み

る
新

の
法

則
は

止
當

で

あ
る
ε
考

へ
ら
れ

る
け

れ
こ
も

、
二
群

を

}
質

し

て
見

る
時
は

、
統

計
表

の
示
す
所

は
彼

の
法

則
を

裏

切

っ
て
み

る
ε
言

ふ
黙

に
あ

る
。
換

言
す

れ
ば

、
彼

の
法
則
は
第

一
群

に
就

い
て
眞
實

で
あ
り
、
ま

た
第

二
群

に
就

い
て
も
眞

實

で
あ

る
が
、

二
群

に
通
じ

て
は
眞

實

で

な
い
の
で
あ
る
。

即
ち
第

一
群

の
最

高
級

に
於

け

る
箏

埼
所

得
額
九

二
五

タ
ー

レ
ル
に
射
す

る
家
賃

の
比
率

一
七
・
四

二
%
は
第

二
群

の
最

低
級

肛
於
け

る
雫

均
所

得
額

=

α
○

タ

ー

レ
ル
に
封

ず

る
家
賃

の
比

二
七

・
五

五
%

よ
り
も
低

い
の
み
か
、
第

一
群

の
最

低
所
得

の
場
合

に

於
け

る

二
四
二

〇
%

で
さ

へ
も
、

そ
れ
よ
り
も
低

い
の

で
あ

智
。

,」
れ
は

全
く
彼

の
法

則

に
反
劃

の
現
象

で
は

な

い
か
。

こ
の
鉄

黙

に
就

い
て

≧

牙
Φ9
馬
は
「
し∩
。ヲ
毒
σ
。

は
第

}
群

の
結
果

は
全
く
之
を
看
過
し

て
、
平

熱

で
、

貧

乏
な

も
の
ほ
ざ
所

得

の
割
合

に
、
多

く
の
家
賃

を

支
彿

ふ
三

爵
ふ
法
則
を
普

遍
化

し
よ

う

こ
し
た

の
で
あ
る
。」

ξ
評

し

て
み

る
。

。D
警
≦
註
①

の
法
則

に
は
上
述

の
如

き
敏
黙

が
あ
り

、
從

っ
て
彼

の
主

張
す

る
法
則

に
は
自

か
ら
疑
問

が
向
け
得

ら
れ

る
諜
で
あ

る
か
ら
、
目・霧
究
頃
。
。。
が

こ
の
問
題

に
關

し

て
更

に
研
究

を
重

ね
た
の
で
あ

る
。
彼

は

ハ
ソ
,フ
ル
グ

市

の
材
料

に
就

い
て
研
究

し
た

の
で
あ

る
が
、
彼
は

そ
れ

よ
b

も

前

に
先

づ

uQ
多
ミ
卑
σ
.

の
材
料

に
就

い
て
、
九

説

苑

シ
ユ
ヲ
ー
べ
の
法
則
.

第
十
七
巻

(第
三
號

九
九
)

四
〇
三
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」

「

.

説

苑

シ
ユ
フ
ー

べ
の
法
則
.

第
+
七
巻

(第
三
號

一
〇
〇
)

四

〇
四

め

二
乃
至
五
二
〇
〇
〇

タ
ー
レ
ル
の
所
得
を
八
所
得
級
に
分
類
し
て
次
の
如
き
表
材
作
製
し
た
の
で
あ
る
。

第
ヨ
表

ペ
ル
リ
ソ
市
の
家
賃
統
計

所

得

額

タ

ー

レ
ル

突

1

一
茜

[
藍

-
圏
8

四
〇
一
1

(
8

(
〇
一
1

=
一〇
〇

「
二
〇
一
-

冥

O
ロ

一
六
〇
【
1
四
〇
〇
9

四
〇
〇
一
一

二
〇
〇
〇
〇

昌
O
O
O
一
l

E
二
〕
O
O

観

察

蛾
き

[

一武
突

一三
〇

歪

力

一党全

0

「悪
大

卒
均

所
得
額

タ
.ー

レ
ル

一
三

一蒼塁

0

諺

六

一四
8

二誠
8

六
　三
〇

計三
苫

0

竿

均

家
賃

タ
ー

レ
ル憂苦

一
至

一朶
「「六
[

え
ロ

七
石

=
豊

所

得
額

に
封

ず

る
寡

勢

の
比%

署

、四

茜

、(

三

、七

一δ
亜

大

、E

[五
、七

=
三

　「、
内

空
バ
ー

言
O
O

「
O
O
】
一
蕊
言

O
O

一 凹

く 八
九 一

五E
弛 く
目 玉

眉A
訳 八

四 二

3弍 加

力{↑
蕊
言
8

.

室
お

.

δ
六〇
.

一美

=
ハ・六

[
霧
b
。
k
賊。
も。
は

ω
oゲ
ぞ
菩
。
の
場
合

に
於

け

る
第

「
群

ε
第

二
群

ご
を
併

合

し
て
、

こ

、
に

一
つ
の

新

な

る
所
得

級
を
作

っ
た
の
で
あ

る
が

、
其

の
結

果
を
見

る

に
、

そ
れ
は
正

に

しD
oげ
毛
騨σ
o
の
法
則
を
都
合

よ
く
實

謹
し
得

る

も
の

ご
な

さ
れ
て
る
る
。
所

得
額

に
封
ず

る
家
賃

の
割

合
は
所

得
額

が
増
加
す

る
に
鷹

じ
て
、
次
第
に
減
少

し

つ

つ
あ

る
事
實
を
示

し
て
み

る
か
ら

で
あ
る
。

そ

こ
で
彼

は

ハ
ン
ブ

ル
グ
市

に
於

け

る

一
三
、
○

八
四
の
材

料
を
、

同

じ
く
八
所

得
級

に
分
類

し
て
、
其

の
所
得
額
及

ぴ
家
賃

を
調

査
し
.
所
得

額

に
封
ず

る
家
賃

の
割
合

を
算

出

し

141Laspeyres;a.a.0.



た
の

で
あ

る
。

次

の
表

が

そ
れ

で
あ
る
。

銘
四
表

ハ
ン
ブ
ル
グ
市
の
家
賃
統
計

所

得

額

タ
ー

レ
ル

(
一
⊥

六
〇

一空

-
四
8

四
〇
T

(
O
O

合

一
一

三
〇
〇

ご
一〇
一-

一六
8

=
δ
丁

四
8

0

四
〇
〇
一
1
】一〇
〇
ロ
O

一【8

2

一
・
一
〇
四
8

0

観

察

鍛
.
四
聖

(
命

四

一
六
ロ
六

美
八

目三
九

苫

(
四百美

事
均

所

得
額

タ
ー

レ
ル

西
九

　一筆
大
星

苔
春

画
(
O

二
六
6

七突

〇

三
三合

O

華

均

家
賃

タ
ー

レ
ル天互三

}

」一塁
一一会

四
訂三

七
藍

ご
蚕

る所

勢 得.

旦 額
尾 頭.ヌ三ヲ言ヌ:言.き 註 のに

ε 卍;ヨミ δ 盆 δ ≧こ ヨミ%比 封

圏

〈
一
1

δ

8

】
0
0
一
1

一〇
四
〇
〇
〇

〈 二
五 昌
四 〇

四
四 三く 一
四E

四
三 六
六 四

一δ
、
一
「

一
『

(

〈
一1
一〇四
〇8

三
〇
(四

琶
六

=一四

三
、内

こ
の
表

に
就

い
て
見

る
も

、
所
得

額

の
増
大
す
.る
に
件

れ
て

、
所
得
額

に
謝

す

る
家
賃

の
割
合
は
次
第

に
減
少

し

つ

、
あ
る
の
で
あ

る
。
そ

し
て
彼

は
所

得
額

ε
し
て

は
本

牧

入
の
み
な

ら
す

、
家
族

の
牧

人
及
び
副
牧

入
を
も

考
慮

に
入
れ

た
ε
盲

ふ
黙

に
於

て
、
遙

か
に

ω
9
二
蝉
σ
Φ

の
そ
れ

に
勝

っ
て

る
る
。

そ

こ
で
・
≧

σ
お
。ぼ

は

之

を

し∩
n7
ミ
o
σ
①-い
器
聡
団
「2
鬻
げ
mし。
O
窃
偉
N

ピ
ま

で
言

っ
た
如

く
、
い
霧
℃
o
質
8

が

ω
曾
≦
p
σ
¢

の
成

る
歓
黙

を
補

血
し
得

虎
功
績

は
私
も
之
を
認

め
る
。
し
か
し
乍

ら
、
目
器
℃
超

「8

の
方

法

に
は
人

な

る
誤

謬
が
潜

ん
で
み
る

ご
私
は
信
ず

る
。

彼
が
所
得
級
を

八

つ
に
分
類
し

た

こ
ご
は
、
、ω
。『
≦
・騨げ
①

の
法
則
乃
至
は
彼
自
身

の
・上
張
を
是
認

せ
し
む

る
だ

眈
.
.苑

シ
ユ
ワ
ー
べ
の
法
則

第
十
七
巻

(第
三
號

一
Q
じ

四
〇
五

辱

15)]Laspeyres;a.a.O.

16)Albrech吐;a.a.0.S,HS



.

」

説

苑

シ
ユ
7

べ
の
法
則

`

第
+
七
巻

(第

三
號

5

二
)

四
笑

め
に
は
・
極

め
て
好
都
合

の
も

の
で
脅

、
便
宜

の
も

の
寒

っ
て
ゐ
行
け
れ
こ
も
、

そ
れ
は
脅

っ
て

。
葺

が

外

國
貿
易
統

計

の
研
究

に
於

て
陥

っ
た
ε
同

一
の
誤
謬

を
犯

し

て
み

る
の
で
あ

る
。

そ

こ
で
私

は

O
薄

口

に
就

い
て
少
し

く
説

明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

.

私

は

こ

、
に

一
八
五

五
年
乃

至

一
八
九

八
年

に
於
け

る
英
国

の
輸
出
統

計
表
を
掲

げ

る
面

倒
を
避

け

る
こ
ε

、

す

る
が
、
9
幕
昌
は
十

ケ
年

毎

に
三
年
間

の
平

均
輸

出
額
を

算
出

し

て
、
輸
出
歌

態
が
如

何
な

δ
傾
向
を

示

し

つ

、
あ

る
か
を
明

か
に
し
に

の
で

あ

る
。
左

表
が
そ

れ
で
あ

る
。

平

均

楡

【
八
五

五
一

五

七

・
:

一
八
六
五

!

六

七

:

・

一
八
七

五

-
七
七

:

一
入

八
五

-
八

七

・
・

一
八

九
五

一
九
七

:

・

出

額

鋤

そ
し
て
彼
は
敷
字

の
示
す
所

に
從

っ
て
、
「
輸

出
額

は
絶

え
ず

増

加
の
傾
向

竺
示
し

て
み
る
。」

ξ
結
論
し

た
の

で
あ

る
。

こ
の
推

論
の
形
式
は
、

一
恋

は
尤

も
の
や

う

に
思
は
れ

る
け
れ
こ
も
、
大
攣

な
誤
謬

が
潜

ん
で
み

る
の

ゆ

で
あ
る
。

こ
の
誤

謬
を
最

も
明
快

に
指
摘

し
た
も

の
が
即

ち

し。
餌
[.一説亀
田V、
匿
。ノ、一。宅

'G
あ

る
。

そ

の
論

旨
を
見

る

に

「
Q口
回「
菊
o
σ
「・昌

〔出
蒙
昌

は
輸

入
超

過

ε
題

し
て
、
英
国

の
輸
出

は
減

退

し

つ

、
あ

る
の
で
は
な

い
ご
育

ふ

こ
ご
を

大
膳

に
主

張
し

て
み
る
。

こ
れ
は
實

に
恕
す

可

か
ら

ざ

る
こ
ε
で
あ
る
。
(認
浄
昌

は

↓
八
五

五
年
以

来

一
八
九
七

年

に
至

る
迄

.
英

国
の
鹸
…出

が
増

加

し

つ
、
あ
る

こ
ご
を
例
謹
す

る
π
め
に
、

一
つ
の
統
計
表

を
作
製

し
π
。

こ

・
.r
ん
一
[二
四
、
O
ロ
0
、
0
∪
ロ

・

一一二
八
、
0
0
0
、
0
0
0

・

二
六
四
δ

0
0
δ

O
O

二
七
四
、
0
0
0
、
0
0
口

鵜
九
二
、
0
0
0
、
O
O
O

17)

18)
19)
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の
統
計
表

に
し
て
精

確

な
も
の

ざ
す

み
な
ら

献
、
各
十

年
毎

に
著

し

き
増
加

が
あ

っ
た

こ
し
な
け
れ
ば

な
ら

な

い

が
、
斯

く

の
如

き
結
論

に
は
人
な

る
誤
謬

が
あ
る
。
何

故
な
ら

ば
、
彼

の
探

挿
し
た
も

の
は
何

れ
も
特
定

の
三
年

間
宛

の
卒

均

に
過

ぎ
な

い
か
ら

で
あ

る
。

何
故

に

…
八
九

七
年
を
最
期

に
取

っ
て
、
其

の
翌
年

の

一
八
九

八
年
を

除
外

し
セ

の
で
あ

る
か
。

「
入
九

八
年
は

「
八
九
七
年

よ
り
も
、
ま

た

「
入

九
六

年

よ
り
も
減

少

し
て

み
る
。
假

に
年

次
を
鍵

更

し

て
五

年
間

の
半
均
を

取

る
な
ら
ば

、
臼
藩
⇔

ご
全

然
反

数

の
結

論
に
到
達

す

る
。
」
ε
言

っ
て
左

コ

の
如

き

数

字

を

示

し

た

の

で

あ

る

。

年

端

輸

出

額

「

】
八
七
〇
一
七
四

・
・
・・
・
…

:
…

:
:
:

…

:
:
:
・:
:
・
・…

:
・
・ぐ
二
孟
、OO
O
、O
口
〇

一
八
八
Q
1
八
四

・・
・・
・
…

:
:
・:
:
:
・
:
:
・・
:
.
・
:
:
.:
.
:
:

三
酉
δ
O
O
δ
ロ
O

一
入
九
〇
1
九
四
・
:
:
・
:
:
:
・
.:
:
:
・:
・
・
…

:
・
・:

・・
・
…

:
・
一
「茜
δ
OO
δ
8

】
八
九
入
・
:
・
・:
:
:
:
…

;
:
・
:
:
・
:
・
・
:
・
:
:
:
:
・
:
:

「喜
.「
O
O
O
δ
O
O

こ

れ

ε

同

じ

意

味

に

於

て

P
器
じ
建

「o
。。
口
の
所

得

級

分

類

法

に

も

誤

謬

が

あ

る

ご

私

は

考

へ

る

の

で

あ

る

。
.彼

ご

異

な

っ
た

分

類

を

行

ふ

な

ら

ば

、

彼

ご

は

全

然

反

封

の

結

論

に

到

達

し

得

る

か

も

知

札

な

い
。

幸

、

こ

れ

等

の
材

料

か

ら

は

斯

く

の

如

き

反

罫

の

結

論

は

出

な

い

ご

し

て

も

、

少

な

く

ε

も

理

論

上

か
ら

言

っ
て

、

彼

の

分

類

法

は

頗

る

不

安

定

の

結

論

し

か

與

へ
る

こ

ご

の

出

來

な

い
も

の

で

あ

る

。

こ

の

意

味

に

於

て

、

私

共

は

彼

の

研

究

に

償

値

を

見

出

す

こ

ご

が

出

家

な

い
。

外

見

上

は

o。
窪

≦
9
σ
①

の

法

則

を

如

何

に

も

美

く

し

く

修

飾

し

た

け

れ

こ

も

、

そ

れ

は

推

論

上

の

方

法

に

存

す

る

↓
つ

の

誤

謬

を

基

礎

ε

し

て

み

る

も

の

で

あ

る

か
ら

で

あ

る

.

o。
。
ぎ

呂

Φ

の

法

則

の

、

も

う

　
人

の

有

名

な

研

究

者

ご

吉

ふ

の

は

霞
四
日
宴

Φ

で

あ

る

。

[
塁
需

≦

窃

は

推

論

上

説

苑

シ

ュ
ヲ
ー
.ぺ
の
法
則

第

十
七
巻

(第

三
號

一
〇
三
)

四

〇
七

.

咽



説

苑

シ
ユ
ワ
ー
ベ
の
法
則

第
十
七
巻

(第
三
號

[
Q
四
)

四
〇
八

の
過
程

に
就

い
て

ω
。ゴ
毛
昌
Φ
を
修

正
し

よ
う

ご
し
て

、
却

っ
て
思

は
な

い
誤
謬

に
陥

つ
セ

の
で
あ
る
が
、
兎

も

角

も

ω
9
無

げ
・

の
法

則
に
謝

し
て
は
無
條
件
的
承
認

説
を
維
持

し
よ
う

こ
し
た
に
反
し

て
、
国
電
も
冨

は

制

限

的
承
認
説
を
主

張

し
て
み
る
の
で
あ

る
。
彼

は

「
八
八
六

年

に
、

ハ
レ
ー
市

に
於

て
二
六
四
家

族

に
就

い
て
、
所

働

得
額
ε
家
賃

ε
の
關
係
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
。
所
得
級
を
十

二
に
分
類
し
て
、
平
均
支
出
額
、
李
均
家
賃
及
び

支
出
額
に
封
ず

る
家
賃

の
割
合
を
算
出
し
て
左

の
如
き
表
を
得

た
の
で
あ
る
。

書 § § § § 善 重 重 重 昊 吏 合.支
　 　 へ 　 　 　 ヨ エ ニ 　 　 ロ

。L⊥ ⊥ ↓ ⊥ 歯 ⊥ よ ⊥ ⊥ ⊥,Lマ 出 第
8吾8888荘 呈 豊 野 夫 父1.五
〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 ⊂つOoク 級i喪

ハ
レ
ー
市

の
家

賃
統

計

観

察

数閥嵩0A六 昌 二 〇,ビ 置

平

均
支

出
額

マ
ー

ク

δ
旦

、
言

三
一〇
、苫

三
八
O
⊃
証

一=酋

二
、二〇

一石
六
『
五〇

　、瓢
蓋
δ
0

老

死
、
嵩0

匿
翼

、苫

五
空
六
、二
〇

八「=
三
、
一㎜ロ

=
交

四
、
二〇

「「天
盛

、
8

支

出

に
封
ず

平

均

家

賃

る
尿

賃

の
比

マ
ー

ル

%

一美

、琶
.

署
、六

天
九
べ
O

一六
、六

「三
　
…、カ
〇

一六
、六

[穴
E
、吾

天
遠

聞会

」
0

署
鼠

四
七
六
、
七
〇

一
四
、
四

E
染

、
杏

西

、
四

五
(
八
、
蕊
〇

三

、
二

.

.
飼

閨
、
杏

三

、
六

【0
完

、
苫

三

遍

三

碧

δ

0

一
ロ
、
(

一三
吾

、
8

〈
、
七

(8

⊥

四
　
0

一三

一弐
心
、苫

二〇
〇
δ

0

一宍
、
八

20)Hampke;a.a.0.S.83-S.84 .



」δ
　三
-
否
8

=
六

二
吾
二
〇

署
(、吾

蓋
、E

吾
8
1
三8
8

讐

九二九五
、合

古
暑
、き

二
、九

所
得

級
を
十

二

級

に
分
類
す

る

こ
`
は
正
當

で
め
る

か
否

か
は
知
ら

な

い
が
、

そ
し
て
叉
、
観
察
撒

が
鯨
b

に

少
敷

に
失
す

る
ε
思
は

れ

る
が
、
右

の
表

か
ら

、
彼

は
「
家
族

の
支

出
が
三
、
○
○
○
馬

克

以
上

に
至

っ
て
、
始

め

鱒

て
家

族
が
裕
幅

で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ご
、
総
支
出

ε
の
關

係

に
於

て
家

賃

の
割
合
は

小
で
あ

る
。
」
ε
結
論

し
た
。

上

述

せ
る
所

に
依

っ
て
明
白

で
み
る
如

く
、
彼

の
研
究

の
結
果

は

uり
6
ぴ
亀
田
げ
。
の
法
則
を
無
條
件

に

承

認

し
た

も
の

で
は
な

い
。
否

.
彼

に
依

っ
て
内

容

の
可
な

り
異

な

つ
だ

一
つ
の
法
則

が
作
b
出

さ
れ
惣

ε
吉

っ
て

よ

い
。

そ
し

鋤

て
今
や
世

の
學
者

の
信

仰
は

Q。
筈
舞

σ
。

か
ら
彼

に
移

り

っ

、
あ

る

か
に
思
は
れ

る
。
し

か
し
乍
ら

、
私
は

彼

の

所

説
を

も
無
批

判

に
受
入

れ

る
こ
ξ
が
出
楽

な

い
。
私

が
、
京

都
市

の
材
料

に
依

っ
て
、

家
賃

に
關
す

る
統
計
的

研
究
を
試

み
よ
う

ご
す

る
所

以
は

こ

、
に
あ

る
。

三

-

京
都
市
肚
會
課

で
は
其
叢

書
第
十

…
編

ε
し

て

「
住

居

ε
家
賃
」

ご
盲

ふ
小
冊
子
を
刊
行

し
て

み
る
が
、

こ
れ

を
そ

の
ま

、
利
用

す

る
こ
ε
を
私

の
研
究

が
許

さ
な

か

っ
た
の
で
、
原
票

に
就

い
て
更

に
調
査

す

る

こ

・し

、
し

た
。
調
査
原
票
は

大
正
十

一
年

四
月
末
日
現
在

の
も

の
で
み

っ
て
、
観
察
敷

は

憎
、

二
〇

七
で
あ

る
。

先

づ
整

理
方

法

に
就

い
て
述

べ
る
。
所
得
額
は
本

牧

入

に
家
族

の
牧

入
及

び
副
収

入
を
合
算

し
た

も

の

で

あ

る
。
所
得
級

の
分
類
は
可

な
り
面
倒
な
問
題

で
あ

る

が
吊
私
は

級
問

を
成

る
可
く
細

か
く
刻
む

こ
ε
が
適
當

で
あ

る
ε
考

へ
る
の
で
、

さ
う

は
吉
回
ふ
も

の

、
、
例

へ
ば

】
圓

づ

、
ε
吉
口
ふ
風
に
飴
り
細

か
く

分
類

す

る
ε
、
各

所
得

認
助

苑

弔、
ユ
ワ
.ー

ベ
の
法

則

、

・

第

十
七
巻
.

(第

三
.號

一
Q
五
.)

四

〇

九

21)H且.pke;a.a.0.S.83
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.

一

説

苑

シ
ユ
ワ
ー
べ
の
法
則
.

.
第
+
七
巻

λ
第
二
號

』
o
さ

四

】
Q

級
に
於
け

る
槻
票
数

が
非
常

に
少
な
く
な

っ
て
、
季

均
所

得
額

及
び
平

均
家
賃

が
其

の
意
義

夢
失

ふ
こ

ε
に
も
な

る
し
、
且

つ
實
際

に
於
け

る
所
得
額

の
昇
給
級

も
そ

れ
ほ
こ
細

か
く
は

分
れ

て
み
な

い
や

う
で
あ

る
か
ら
、
私
は

三
〇
圓
乃
至

四
〇
圓

〔三
五
圓
以
下

の
も

の
は
殆
ん
ご

な

い
`
育

っ
て
よ

い
。
)
を

↓
群

ε
し
、
四

〇
圓

乃
至

「
五

〇
圓
を
荘
園

づ

、
に
.

↓
五

〇
圓

以
上
二
〇
〇
圓
迄

を

「
○
圓

づ

、
に
、
そ

し
て

二
〇
〇
圓
以
上
三
〇
.○
圓
を

二

〇
圓

づ

、
に
分
類

す

お
こ
ε

、
し
た
。
.そ
し

て
各

所
得

級

に
就

い
て
卒
均
所

得
顔

、,
卒

均
家
賃
及

び
所

得
額

に
封

ず

る
家
賃

の
割
合

を
算
出

し
た
。
.

ω
9
'毒
σ
。
の
如

く
、
こ
れ
を
そ

の
ま

、
利
用

す

る

巴
す

れ
ば
、所

得
額

の
増

加

ざ
の
關
係

に
於

て
、
所
得
額

`
家

賃

の
割
合
は
如
何

塗

る
傾
向
を
示

し

つ

、
あ

る
か
は
容

易

に
之
を
看
取
す

る
こ
ε
が
出
来

な

い
。

そ
の
凹

凸
は
恰

も
海
波

の
如

き
欺

態

に
あ

る
か
ち

で
め

ろ
。

し

か
し

叉
、
訂

・。℃
突
「臣

の
例

に
徴

っ
た
な
ら
ば
、
い
p
g
a
p
団
扇
9
、δ
毛

の
嘲
笑
を
招

く
.こ
一し
は
必
定

で
あ

る
.

こ

、
で
私

は

「傾

向

〔↓「Op
自
)

を
見

る
た
め
に
は
移
動
卒

均

(巳
〇三
昌
㎎

職
.

磐
o蜀
σq
↓

を
使
用

す

べ
き

こ
芭
。」

を
鋤

め
て
み
る
囚
ぎ
σq
の
言
葉

を
想
起
す

る
。
ま

π

Ω
藷
昌
に
封
ず

る

ω
窪
目
α
p
}・

戸
。
<
冨
芝

の
駁
撃
を
見

た

切
。三
階

は

「
か
う
言

ふ
特

定

の
年
次

を
撰
撰

す

る
こ
己
か
ら
全
一
離

れ
て
、

こ
れ
等

の

エ

う

ユ

を

傾
.向
を
示
す
普
遍
的
の
方
法
が
必
要
で
あ
る
,」
だ
言
ひ
、
そ
し
て
移
動
卒
均
に
よ
る
修
正
線
が
そ
れ
に

】
番
役
立

つ
ε
敏

へ
て
る
ゐ
。
そ
こ
で
、
私
は
安
.心
し
て
移
動
卒
均
を
利
用
し
よ
う
ご
思
ふ
。
移
動
年
均

の
結
果
描
か
れ
る

所
の
曲
線
は
私
の
研
究
の
目
的
に
必
ら
す
、
そ
し
て

一
番
役
立

っ
こ
ε
を
確
信
し
て
ゐ
乃
か
ら

で
あ
る
。
移
動
平

均
の
用
度
に
就

い
て
は
、
他
日
、
稿
を
改
め
て
詳
論
す

る
積
り
で
あ
・る
か
ら
、
こ

、
で
は
何
も
説
明
し
な

い
で
、

移
動
千
鈞
を
加
ふ
可
き
級
敷
を
七
つ
宛
に
取

っ
た
9
其
の
結
果
は
左
表

の
通
り
で
あ
る
。
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25)
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五
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=
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=

ゼ
、
0
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四
悉

・力
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一
・五

四
・会
(

説
・九
三

一　茗

ユ
西

ゼ
三

五
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一
二
〇
・
三

琶

。
二

〇
・
西
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直

読
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六 九
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月
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四'、
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言

一
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妬

七
㎝

第
十
七
巻

(第
三
號

一
〇
入
)

四

一
二

上

の
圖
表

に
依

っ
て
明
白

で
あ

る
如

く
、
牛
均
所
得

五
九

・

入

園

に
於

け

る
○
・
…
五

八
は
季
均
所
得

六
三

・九
圓
、
六

九

・

二
圓

及
び

七
三

・
五
鳳

等

に
於
け

る
、

Q
二

六

四
、

〇
二

六

二
及
び
○

・
一
.五
八
等

よ
り
も

低
く

、
ま
陀
、
雫
均
所

得

一

.

七
五

.
入
園

に
於
け

る

〇
二

三
六

は
平

均
所

得

工

八
六

・○

圓

に
於
け

る

○
・
=
【=

よ
b
高

い
や
う

な
例
外

は
あ

る
け

れ

ざ
も
、

大
艦

よ
り
見

て
、
京
都
市

に
於
け

る
家
賃
調

査

の

結
果

か
ら

言

へ
ば
、
Q。
多
蓄

『
。

の
法

則
は

そ
の
ま

、
承

認
す

る
こ
ε
が
出
來

る
。

只
、
ω
o
穿
¢
冨

の
場

合

に
於

て
は

、
最

下
扱
者

の
家
賃
負
澹

額

は
所

得
額

に
劃

し

て
非
常

に
人
な

る

割
合
を
示

し
て

ゐ
π
が
、
我

が
京

都
市

に
あ

っ
て
は
、

あ
れ

ほ
こ
の
法
外
な

現
象
は
見
ら

れ
な

い
。

こ
の
方

が
遙
に
五
常

歌

態
な

の
で
あ

る
。
.

附
言
-
大
原
祀
會
問
題
研
究
所
に
木
研
究
に
貴
重
な

ゐ
統
計
書

-扇
o=
冒

=ロ
島
りn
oぼ
o
国
ロヨ
ーぢ
井
oじ
循

【。。ひ。。.、
葎
貸
與
ぜ
ら
れ
、
ま
た
京
都

市
役
所
肚
會
諜
に
家
賃
調
査
原
票
の
借
魔
な
許
さ
れ
た
。
、
、こ
に
謹

五
薦

ん

で
深

謝
す

る
。

■


